
宇
都
宮
白
楊
高
校
の
牛
舎
で
は
、
現

在
、
30
頭
ほ
ど
の
牛
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

る
。
日
頃
、
彼
ら
が
食
べ
て
い
る
粗
飼
料

は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
と
チ
モ

シ
ー
。
チ
モ
シ
ー
は
、
寒
冷
地
以
外
で
の

栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宇
都

宮
白
楊
高
校
で
は
、
約
３
年
前
に
チ
モ

シ
ー
の
栽
培
を
開
始
。
以
降
、
１
ha
の
圃

場
で
栽
培
し
て
い
る
。
ま
た
、
牛
た
ち
に

与
え
る
稲
わ
ら
は
、
校
内
の
水
田
で
収
穫

し
た
も
の
。「
粗
飼
料
に
関
し
て
は
、
校

内
で
１
０
０
％
自
給
で
き
て
い
ま
す
」と
、

農
業
経
営
科
長
の
冨
山
義
和
先
生
は
話

チ
モ
シ
ー
の
栽
培
に
取
り
組
む

粗
飼
料
自
給
率
は
1
0
0
%

特　徴

　JR宇都宮駅から徒歩15分ほどの場所にあるキャンパスには、教
室や各種実験室のほか、果樹園、温室、馬場など多彩な施設が設
けられている。高根沢農場は、4haの牧草地と県内の農高で最大の
3.5haの水田があり、広大で平坦な関東平野で各種実習を実施しや
すいのが特徴。毎年5月、全学科の1年生は、高根沢農場の水田
で田植えを体験する。

栃木県

うちの学校

JR宇都宮駅から車を走らせること約30分。街の喧騒はすっかり消え、

関東平野の広大な農地に囲まれた高根沢農場が目の前に現れた。

高根沢農場は、宇都宮白楊高校の実習の場。

牛舎をはじめいたるところで、生徒たちの明るい声が響いている。

朗らかな生徒たちに世話されている牛も、健康でどことなく楽しそうだ。

創立から130年弱にわたり、多くの農業関係者らを輩出してきた、

宇都宮白楊高校の魅力を詳しくお伝えする。

す
。
粗
飼
料
を
自
給
す
る
だ
け
で
な
く
、

牛
の
糞
尿
を
完
全
堆
肥
に
し
て
圃
場
に
投

入
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
循
環

型
農
業
も
実
践
し
て
い
る
。

新
た
な
試
み
に
も
積
極
的
だ
。
県
内

の
農
業
高
校
６
校
と
日
本
製
紙
と
連
携

し
、
国
産
木
材
を
使
用
し
た「
ク
ラ
フ
ト

パ
ル
プ
」を
実
験
的
に
牛
に
給
与
し
て
い

る
。
こ
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
は
同
社
が
開

発
し
国
内
で
製
造
し
た
も
の
で
、
高
品
質

な
セ
ル
ロ
ー
ス
が
主
要
成
分
。
こ
れ
に
も

み
殻
や
濃
厚
飼
料
を
混
ぜ
た
も
の
を
一
部

の
牛
に
与
え
つ
つ
、
新
た
な
飼
料
と
し
て

の
可
能
性
を
探
る
。
国
産
原
料
飼
料
の

割
合
を
高
め
、「
地
域
の
畜
産
に
も
貢
献

し
た
い
」と
意
気
込
む
。

栃木県立宇都宮白楊高等学校

校　名

栃木県宇都宮市元今泉 8 丁目 2 番 1 号

所在地

明治２８年（1895年）４月１日

設　立

856名（2022年4月時点）

生徒数

第1回～6回まで、全て出場

和牛甲子園出場歴

農業科：農業経営科、生物工学科、

 食品科学科、農業工学科

工業科：情報技術科

商業科：流通経済科

家庭科：服飾デザイン科

学　科

畜種

きてみて！

栃木県立宇都宮白楊高等学校
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みんなが作ってくれた
洋服（カーフジャケット）が

お気に入り！

牛の名前は
生徒が決めています

宇
都
宮
白
楊
高
校
の
１
年
生
は
、
週

１
回
、
高
根
沢
農
場
で
実
習
を
受
け
て
い

る
。
取
材
時
の
主
な
実
習
内
容
は
、
牛

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

穏
や
か
な
性
格
の「
つ
ぼ
み
」と
、
あ
ま
り

人
馴
れ
し
て
い
な
い「
北
斗
七
星（
ケ
ン
シ

ロ
ウ
）」だ
。

た
く
さ
ん
の
生
徒
に
囲
ま
れ
て
興
奮
し

た
の
か
、
強
く
綱
を
引
く
な
ど
思
い
も
よ

ら
ぬ
行
動
を
取
る
ケ
ン
シ
ロ
ウ
。
し
か
し
、

生
徒
た
ち
は「
も
う
10
回
以
上
、
実
習
で

お
世
話
し
て
い
る
か
ら
牛
は
怖
く
な
い
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
る
。

冨
山
先
生
に
よ
る
と
、
本
校
に
通
う

生
徒
の
多
く
が
動
物
好
き
。
卒
業
後
の

生
徒
の
進
路
は
畜
産
の
分
野
に
限
ら
ず
、

ト
リ
マ
ー
や
動
物
園
の
飼
育
員
な
ど
、
動

物
と
接
す
る
仕
事
を
目
指
す
生
徒
も
多

い
そ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
合
わ
せ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

あ
ち
こ
ち
で
笑
顔
の
花
が
咲
く

牛
た
ち
と
の
屋
外
実
習

畜
産
分
会
を
専
攻
し
た
生
徒
に
と
っ
て

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
全
国
の〝
牛
児
〞が

日
頃
の
飼
養
管
理
の
成
果
な
ど
を
競
い
合

う「
和
牛
甲
子
園
」だ
。
今
年
１
月
の
第
６

回
和
牛
甲
子
園
を
見
た
女
子
生
徒
は
、

「
先
輩
牛
児
が
情
熱
を
ぶ
つ
け
合
う
姿
に

感
動
し
た
」と
振
り
返
る
。
ま
た
、
出
品

さ
れ
た
枝
肉
を
食
べ
た
と
い
う
生
徒
は「
脂

が
し
っ
か
り
と
の
っ
て
い
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
す

ご
く
お
い
し
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

入
学
以
降
、
畜
産
だ
け
で
な
く
果
樹

や
野
菜
の
栽
培
を
学
び
、
稲
の
手
植
え

な
ど
も
体
験
し
た
と
い
う
２
年
生
。
幅
広

い
経
験
を
経
て
、
３
年
生
で
畜
産
分
会
の

専
攻
を
決
め
た
彼
ら
の
目
に
は
、
確
か
な

意
志
が
宿
る
。
次
回
の
和
牛
甲
子
園
で

は
、
先
輩
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
自

給
粗
飼
料
を
中
心
と
し
た
飼
養
管
理
や
、

ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
を
使
っ
た
研
究
を
更
に

進
化
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
健
闘
を
見
せ
て

く
れ
る
は
ず
だ

「
和
牛
甲
子
園
」が
目
標

ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
を
研
究

冨山先生㊨と菊地修平先生

動物と接する仕事先輩“牛児”の姿に感動

　「牛に優しく」を肥育上のモットー
としており、牛の体調や牛舎の環
境を改善するためのアイデアは柔
軟に取り入れている。約3年前に
牛舎に設置した「ハエトラップ」は、
生徒たちが発案した。ハエが好み
そうな液体を入れたペットボトル製
のトラップを吊るし、ハエを捕獲す
る。ハエが減り、牛のストレスが軽
減されている。

「牛に優しく」のモットー通り、
環境も接し方も優しい

快適な環境で
くつろぐ牛

農地が充実して
いるのも、この学校
の魅力です。将来は
果樹園で働きたい

です

動植物と
触れ合える点に
魅力を感じ、

宇都宮白楊高校
に入りました

藤野 綾音さん
ふじ の　あやね

増山 木乃実さん
ましやま 　こ　の　み

星 泉里君
ほし せん　り

農業クラブの
分会長として、
他校との意見交換
会などに参加して
います。
今年1月、

カンボジアの生徒
と意見を交わす
機会がありました

渡邊 菜々美さん
わたなべ　な　な　み

　茎が細く、葉もやわらかいチモ
シーは、牛が好んで食べる。高根
沢農場にはロールベーラーやオート
ラップマシーンもあるため、乳酸発
酵させた牧草をラップして長期保
存することも可能。「いつでも牛に
良質な牧草を与えられるようになっ
たのをきっかけに、体調を崩す牛
が減りました。粗飼料をたくさん食
べるようになりました」（冨山先生）。

学校が保有するオートラップマシーン

農場で収穫された牧草

大槻 來人君
おおつき らい　と

和牛甲子園で
いい結果を
得られるよう、

精一杯頑張ります

牛たちを大事に
育てていきたいです

セ ー ル ス ポ イ ン ト 飼 育 の こ だ わ り
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